






























目次: 1.序論 2.量子論の構成 (局所的性質とスピン) 3.大域的構造とスピン接続 (ゲー

























h(q)- i&C(q)A IV(q) (3)













e-p ≡ 品 - Bp(q),EL(q)
ヴ- vpe-p ⇔ 4(qi)- Ep(q)車P(qi)
(e-p,e-V)-gF.y - (E聖,E-V)-GJW(q)
































































































(S) e,4- 丁 瓦 ed･l･-読 (Sai(1.x-2)-23aXi･2xa),(i-1,･･･,i)
(18α)
(N) e-a - 宇 品 e-a.1-読 (Sai(1･Z-2)-2zazi,-2za) (18b)




共通部分の変換 (e-T - ∑bV2e-i)は












(S) (主宰 孟 -TrlrCab(tα)bar)や










































岡 >:rT(等質空間上の位置ベクトル)の対角化状態 ⇔ Ef(rl (24a)




丁 瓦 -Trlrcab(ia)皇】rα (25)
と対応させられる.ただしGbaはSO(d+1)のLie演算子であり､rlまd+1次元空間に原点が
一致するようにSdを埋めた時の球上の位置ベクトルである.
上記のように､等質空間上の量子力学との対応をみ､それらの接続係数a?一致を確認すること
は容易であるが､その同等性が明確になったとはまだ青いがたい｡誘導表現のtopologicalな性
質4)を含め､我々のアプローチと誘導表現のアプローチとの関係を今少し調べる必要がある｡
6.一般化の可能性と今後の課題
上に示した多様休上の量子力学のアプローチは､かなり一般的仮定から出発した｡配位空間が
sdの時､具体的に構成したが､これがユニークであるかどうかはまだ完全に議論しきていない｡特
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に､硬動関数の境界値の問題については試論をしていない｡また誘導表現を基にした等質空間上の
量子力学との同等性も完全ではない｡しかし誘導表現を基礎にするよりは我々のアプローチの方が
枠組みは広いことはたしかであり､等質空間以外のtopologicalに自明でない空間にも適応可能
である｡また種々の観測量を導入し､より確かな量子力学の枠を構成する必要がある｡
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